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【様式１】 

野田市公立学校情報機器整備事業計画 

野田市教育委員会 

 

１ 端末整備・更新計画 

 

（１）端末整備予定数 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 

①  児童生徒数 
10,479人 10,205人 9,415人 9,302人 9,210人 

② 予備機を含む 

整備上限台数 

0台 0台 10,827台 4,496台 0台 

③  整備台数 

（予備機除く） 

0台 0台 6,201台 3,101台 0台 

④ ③のうち基金 

事業によるもの 

0台 0台 6,201台 3,101台 0台 

⑤ 累積更新率 
0％ 0％ 66.6％ 100％ 100％ 

⑥ 予備機整備台数 
0台 0台 0台 93台 0台 

⑦ ⑥のうち基金 

事業によるもの 

0台 0台 0台 93台 0台 

⑧ 予備機整備率 
0％ 0％ 0％ 1％ 0％ 

 

（２）端末の整備・更新の考え方 

  ※使用期間が５年未満で更新する場合はその理由を記載する。 

   

 

 

 

（３）更新対象端末のリユース、リサイクル、処分について 

  ※令和５年 10月 26日付け事務連絡「GIGAスクール構想の下で整備された１人１台端末等の適切

な処分（再使用又は再資源化）等について」2 に沿った端末の再使用又は再資源化として実施

する具体的内容を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度に整備を完成させたので、令和３年度から起算して５年後である令和８年度

より更新を行う。 

オンライン学習用等、各校で有効活用できるよう再利用する。年間の故障率から必要と

される予備機の台数と整備される予備機の台数に差がある場合は、旧型の一人一台端末を

予備機として活用する。残った一人一台端末については、初期化した状態で市の業務で活

用できる部署があれば譲渡し、最終的に残ったものについては、業者に依頼して、再資源

化する。 

 


